豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成３０年３月号

日差しに強さがでて雪も溶けてきています。春、かな。今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年３月１３日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

セッション１：高齢者慢性腎臓病の管理に関する症例提示と質疑応答：菊地博
セッション２：京都市の事前指示書の炎上から考える：柄澤良
共催：豊栄病院、中外製薬株式会社

前半は、共催の関係から糖尿病の話から腎臓病の話に変更になります。高齢腎臓病の管理に関する症例を提示し、ポイントを概説してもらう予定です。後半は、事前指示書に関するものです。昨年は医療処置に関する事前指示書の内容を検討し、当院でアドバンス・ケア・プランニングができる体制を考えてきました。その背景には、京都市の事前指示書のように、炎上しないようにしたいという思いがありました。そこで今回は、昨年5月炎上した京都市の事前指示書の批判された点を検証し、問題点を考えるきっかけにしたいと思います。色んな職種の方の参加を期待します。軽食が出ますので参加申し込みは天木まで（柄澤）。

●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)
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今回は先月に続き体内に出来る「石」で比較的まれな『胃石』の話題を提供いたします。前回は胆石でしたが、今回は胃石です。74歳女性、症状は体重減少と腹痛伴う食欲低下。近医で喘息などの加療中。２か月で１０㎏の体重減少と食欲低下で紹介受診。血液検査に異常なし。【CT】胃内に空気を含む球状の異物を認める。【胃カメラ】きんちゃく型に変形した胃角に活動性の胃潰瘍と3～４㎝大の深緑色の胃石を認め、十二指腸潰瘍瘢痕も合併していた。繰り返した胃潰瘍、十二指腸潰瘍による胃の排出運動障害に伴い形成された胃石と考えました。胃潰瘍の治療と並行して、大きくて硬い胃石に対してはコカ・コーラを飲んでもらい１年後には一回り小さくなってまだ残っていましたが、２年後のカメラでは無くなっていました。胃カメラ検査の0.4％くらいの頻度で比較的まれな疾患で、その70％が柿胃石（柿の渋みタンニンなどが主成分）と報告されています。胃切除後や糖尿病自律神経障害など胃の運動低下が原因で嘔気嘔吐など非特異的な症状を呈することが多いが、時には本例のように潰瘍や腸閉塞を合併することもあるそうです。治療の第一選択は内視鏡的に摘出することですが、大きく硬い石はコカ・コーラ飲用で溶解を待つこともあるようです。コカ・コーラ単独では50％、内視鏡治療の併用で90％以上の除去成功率と報告されています（良田）。
●糖尿病性腎症透析予防外来
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アウトカムを求められる診療が多くなります。この外来もそうです。年1回アウトカムの提出が求められます。グラフはこの外来の最初から通われた16人のeGFRの5年間の推移を示したもので、左が30未満で、右が30以上で開始した方のグラフです。腎機能が右肩下がりの人が多いのは確かです。しかし、30未満で開始した7人のうち５人が、5年経ってもまだ透析に入っていないというのは、この外来の効果と考えています。早めのご紹介をご検討ください（柄澤・菊地）。
編集：川は、雪解けで最高に冷たい。副院長柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

